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要約 

・ COVID-19 パンデミック時の心臓遠隔リハビリテーション（遠隔CR）の患

者経験に関する匿名のアンケート調査が実施された。 

・ 遠隔CR は、循環器専門医による医学的な相談、栄養士による指導、心

理学者による個別相談、そして理学療法士による運動プログラムにより

構成された。 

・ 対象は、遠隔CR のセッションに参加した 155 人である。 

・ 患者155 人中、55 人（35%）がアンケートに回答した（平均年齢65.4±

10．5 歳）。 

・ COVID-19 パンデミック後に、遠隔CR をセンターベースの CR セッショ

ンと組み合わせれば、遠隔CR も選択肢の一つになると答えた患者は

54％であった。 

・ パンデミック後に遠隔CR を受けないと回答した患者は 10％であった。 

・ センターベースのCRと組み合わせなくても遠隔CRが選択肢の一つに

なると答えた患者は 36%だった。 

・ 遠隔CR 参加者の 94%は、提供された遠隔CR に満足していた。 

・ 遠隔CR参加者の70%は、センターベースのCRと同様に、遠隔CRの

費用を支払う意思があった。 

・ 全遠隔CR 参加者のうち、アンケート回答者（35%）は、意欲の高い患者

であり、調査結果に影響を与えた可能性がある。 


